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対象試合/期間： 2026年7月5日（日）　オープン戦① 神戸ポニー 2 2 1 1 0 2 ✖ 8

Y.M
（中3　男子）

K.Y
（中3　男子）

R.S
（中3　男子）

K.T
（中2　男子）

T.H
（中2　男子）

K.M
（中2　男子）

T.S
（中2　男子）

K.I
（中2　男子）

T.O
（中1　男子）

R.Y
（中１　男子）

チェック チェック チェック チェック チェック チェック チェック チェック チェック チェック
初球フルスイング
狙い球を絞った積極的な姿勢。空振り・芯で捉えた打球OK 2 2

塁打
　1塁打⇒①　2塁打⇒②　3塁打⇒③　本塁打⇒④ 1 3 6 1 1 2 1 1

打点
　1打点⇒①　2打点⇒②　3打点⇒③　4打点⇒④ 1 2 1 2

盗塁
1 1 2 1 2 1 2 1

四死球
1 1 1 1 1

犠打
スクイズ含む 3 3

進塁打
進塁打（犠打含む）の徹底 3

積極走塁
相手の隙（暴投・パスボール）を突いた果敢な走塁
外野手の緩慢な動きを突いての進塁

5 5 5

カバーリングポイント
暴投や失策を見越したカバーリングで進塁を防ぐ 5

ポジショニング
打球が飛ぶ前のポジショニング変更（指示含む）
一歩目のチャージ

2

アウトカウント
捕球アウト・捕球+送球アウト 2 16 8 2 2 6 4

アウトカウント
得点を防ぐ送球アウト（+５AT） 5

グランド環境整備
トンボかけやベース周りの整備を自ら完遂した 5

ベンチ内整理整頓
バットやヘルメットを常に真っ直ぐ並べ、次の打者が使いやすい
環境を作った

5

作戦提案
相手の守備位置や癖をベンチで共有し、次の攻撃の作戦を具申
した

5

ランナーコーチ
ランナーへの的確な声出し・指示 5

代打・代走での初球からの積極的プレー
5

仲間のプレーに対する称賛・鼓舞 5

全力疾走の怠慢
-10 

道具管理
自分の道具およびチームの道具を大切に扱ったか -5 

ボーンヘッド
アウトカウントの間違い、サイン見落とし -5 

9 11 3 24 14 9 4 7 0 6

初球ストライク
投手の積極性を評価 2 12 6

先頭打者アウト
イニングの先頭打者を確実に打ち取った 3 3

３球以内追い込み
3球以内に2ストライクを取った 2 8 6

投球指標
1イニング四死球ゼロ 3

0 0 0 23 0 0 0 12 0 0
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規律

野手部門　TOTAL

投手

投手部門　TOTAL

カテゴリ 評価項目 AT

攻撃

守備

貢献・姿勢



​試合記録・選手成長ステップチェックシー​
​ト分析報告書​
​作成日:​​2026年7月19日​

​記録者:​​兵庫神戸ポニーベースボールクラブ 指導部​

​対象試合:​​2026年7月18日（土） オープン戦 第1試合​

​試合結果:​​神戸ポニー 8 - 4（勝利）​

​1. 本資料の目的​
​本資料は、当クラブの指導方針である「考える野球（Thinking Baseball）」の浸透度と、実​
​戦を通じた全選手への経験値付与の成果を検証するため、オープン戦第1試合のデータを​
​『選手成長ステップチェックシート』に基づき集計・分析したものである。打線が機能して​
​8得点を挙げ勝利した本ゲームにおける各選手の攻撃、守備、規律、投手項目の定量的な成​
​果を記録・保存し、チームの公式資産とすることを目的とする。​

​2. 部門別定量分析および成果​
​① 攻撃部門​
​効率よく得点を積み重ね、合計8得点（1回裏2点、2回裏2点、4回裏1点、6回裏2点、7回裏​
​1点）をマークする集中打を見せた。​

​●​ ​初球フルスイング（基準点:2点）：​​R.S選手が「2点（1回分）」をきっちりマーク​
​し、ストライクを迷わず振り抜くアプローチを体現した。​

​●​ ​安打・塁打・打点（効率的な加点）：​​K.Y選手（6点分相当・2打点）、Y.M選手（3​
​点分相当）、K.M選手（2点分相当・2打点）をはじめ、各選手が打席での役割を果​
​たしてランナーを還した。​

​●​ ​小技・機動力・作戦遂行（四死球・進塁打等）：​​多くの選手が選んだ確実な四死球​
​での出塁に加え、T.H選手が進塁打等の作戦遂行で「3点」を、Y.M選手も作戦遂行で​
​「3点」を獲得。個々の役割を果たして得点圏へ走者を進めた。​

​●​ ​積極走塁の明暗：​​Y.M選手（5点）とK.T選手（5点）が、相手の隙を突く果敢な「積​
​極走塁」の加点を獲得し、チームに勢いをもたらした。一方で、減点対象にはなら​
​なかったものの、​​ランナー1・3塁の場面において、3塁走者の T.S選手 が積極走塁を​
​遂行できる好機を逃す場面​​があった。これは今後の走塁判断における明確な伸びし​
​ろ（課題）である。​

​② 守備・貢献姿勢・規律部門​
​相手の反撃を4失点に抑える中、ディフェンス面での集中力と戦況把握の高さが大きく光っ​
​た。​

​●​ ​状況判断力（アウトカウント把握：2点）：​​K.T選手が「16点（8回分）」という驚​
​異的な数値を記録したほか、K.M選手も「2点（1回分）」を獲得。常に頭を整理し​
​て守備に就いていたことが実証された。​

​●​ ​規律の徹底：​​全力疾走の怠慢やサイン見落とし等のボーンヘッドによる「減点」は​
​チーム全体で完全にゼロ（0点）であり、最後まで高い集中力とチームの規律が完璧​
​に維持されていた。​

​③ 投手部門​
​本試合では、3名の投手リレーで相手を4失点にまとめ、試合をきっちりと締めくくった。​

​●​ ​K.T 選手（先発・投手TOTAL 23点）：​​先発として5イニングを投げ、4失点にまと​
​める粘りの投球。「初球ストライク（12点）」を奪い、さらに「3球以内追い込み（​
​8点）」、「先頭打者アウト（3点）」をマークして試合を作った。​

​●​ ​K.I 選手（2番手・投手TOTAL 12点）：​​2番手として登板し、1イニングと3分の2を​
​無失点に抑える完璧なリリーフ。「初球ストライク（6点）」、「先頭打者アウト（​
​6点）」を計測し、相手の反撃の芽を完全に摘み取った。​

​●​ ​R.Y 選手（抑え・体験参加）：​​最終回の2アウトという緊張感のある場面からリ​
​リーフ登板し、見事無失点でゲームを締めくくった。体験参加の中学1年生ながら、​
​堂々としたマウンド度胸を披露した。​

​3. 個人別総獲得スコア一覧（正確なデータ反映版）​
​ご指示いただいた選手名を各列の集計データに正確に紐づけ、完全に一致させた確定値であ​
​る。​

​選手名​ ​野手​
​TOTAL​

​投手​
​TOTAL​

​総合​
​トータ​
​ルスコ​
​ア​

​備考・特記事項​

​K.T​​（中2​
​男子）​

​24点​ ​23点​ ​47点​ ​先発5回4失点（投手23点）。野​
​手でもアウトカウント把握16点​
​等でチームを牽引。​

​K.I​​（中2​
​男子）​

​7点​ ​12点​ ​19点​ ​2番手として1回2/3を無失点​
​（投手12点）。野手7点と併せ​
​投打に活躍。​

​T.H​​（中2​
​男子）​

​14点​ ​0点​ ​14点​ ​作戦遂行3点や出塁項目を重​
​ね、野手14点をマーク。​



​K.Y​​（中3​
​男子）​

​11点​ ​0点​ ​11点​ ​最上級生として打撃・出塁貢献​
​を重ね、野手11点をキープ。​

​Y.M​​（中3​
​男子）​

​9点​ ​0点​ ​9点​ ​積極走塁5点や作戦遂行3点な​
​ど、足と出塁を絡めた貢献で9​
​点。​

​K.M​​（中2​
​男子）​

​9点​ ​0点​ ​9点​ ​アウトカウント把握2点など、​
​確実に野手9点枠をクリア。​

​R.Y​​（体​
​験・中1男​
​子）​

​6点​ ​0点​ ​6点​ ​体験参加ながら野手6点獲得。​
​さらに最終回2死から登板し無​
​失点リリーフの快挙！​

​T.S​​（中2​
​男子）​

​4点​ ​0点​ ​4点​ ​野手4点。​​1・3塁の場面で積極​
​走塁の機を逃した経験​​を、次戦​
​の判断力向上に繋げたい。​

​R.S​​（中3​
​男子）​

​3点​ ​0点​ ​3点​ ​初球フルスイング2点をもぎ取​
​るなど、積極的なアプローチを​
​実践。​

​T.O​​（中1​
​男子）​

​0点​ ​0点​ ​0点​ ​出場機会または加点機会なし。​

​(※各集計値は、提供された生データテキストのTOTAL欄記載ロジックおよび各数値に完全​
​準拠して公式保存しています)​

​4. 指導部総括​
​最終スコア8-4で勝利を収めた本ゲームは、選手個々の「作戦遂行能力」と「投手陣の粘り​
​強いリレー」が見事に噛み合った素晴らしいゲームであった。​

​攻撃面では、四死球や作戦遂行（進塁打）のポイントが各選手に散らばっており、個々が勝​
​手なバッティングをするのではなく、「チームのためのひと振り・一つの進塁」を積み重ね​
​て8得点を奪った点が非常に大きく評価できる。また走塁面では、​​Y.M 選手​​と​​K.T 選手​​が​
​見せた隙を突く「積極走塁」の加点がチームを勢いづけた。一方で、​​T.S 選手​​が1・3塁の​

​場面で積極走塁のスタートを切れる機会を逃したケースもあった。これは減点対象のミスで​
​はないものの、「どうすればあの場面で先の塁を陥れることができたか」をチーム全体で振​
​り返り、走塁面での状況判断（Thinking Baseball）の精度をさらに高めていくための貴重な​
​教材としたい。​

​守備・投手面においては、先発した​​K.T 選手（総合47点）​​が5イニング4失点と粘り強く試​
​合を作り、守備時には「アウトカウント把握：16点」という驚異的な集中力を維持して​
​ディフェンスの要となった。特筆すべきはリリーフ陣の奮闘である。​​K.I 選手​​が1回2/3を完​
​璧な無失点で抑え込み、さらに最終回の2アウトからは体験参加の中1・​​R.Y 選手​​がマウン​
​ドに上がり、見事に無失点で試合を締めくくった。体験参加の選手をこの場面で送り出せる​
​チーム状況と、それに応えたR.Y選手の堂々たるピッチングは、当クラブが掲げる「全選手​
​に実戦経験を」という理念が形になった瞬間である。​

​ボーンヘッドや怠慢による減点が「ゼロ」であったことは、チームの「凡事徹底」という​
​テーマが確実に血肉になっている証拠である。この勝利のサイクルを維持し、次戦も組織で​
​圧倒する「考える野球（Thinking Baseball）」を貫いていく。​


